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本書は 9 章で構成されている。第 1 章では、序論として、第二言語による講義理解研究、
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第 4 章から第 8 章までが実際の調査について書かれた部分である。本書は、大きく二つ
の調査に分かれている。一つは、アイカメラを用いた横断的調査で、講義を聞いている調
査対象者の視線行動を記録し、ミクロ面のアカデミック・インターアクションを分析して






上記の構成からもわかるように、本書の中心部分は、第 4 章～第 7 章のアイカメラを用
いた調査（以下、調査 1）である。第 8 章の学習日記を用いた調査（以下、調査 2）は、









そこで、本稿では調査 1 と 2 の概要を紹介し、そこで得られた知見の意義を考察すると
ともに、それによって示唆される本書の課題について述べることにする。 
2．「問題」は学習者にあるのではない 
調査 1 の対象者は、日本人大学院生 9 名、大学院留学生 9 名、大学の別科で学ぶ日本語












 ― 3 ―  
 
















































いる。これは、アイカメラによる調査 1 の結果と重なる。 
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